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2022年12⽉期 第3四半期決算概況2022年12⽉期 第3四半期決算概況

＜注記＞
• 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3⽉31⽇。次項以降「収益認識会計

基準」という。）等を第1四半期連結会計期間の期⾸から適⽤しており、当第3四半期連結累計期間に
係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適⽤した後の指標等となっております。
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(1) 2022年12⽉期 第3四半期連結業績

（単位︓百万円）

2022年12⽉期
第3四半期累計

前年同期⽐

前年同期 増減 増減率(%)

売上⾼ 93,808 79,884 ＋13,924 ＋17.4

売上総利益 34,018 28,252 +5,766 ＋20.4

売上総利益率 36.3% 35.4% ＋0.9p －

販売費及び⼀般管理費 19,831 18,715 ＋1,116 ＋6.0

営業利益 14,186 9,536 ＋4,650 ＋48.8

営業利益率 15.1% 11.9% ＋3.2p －

経常利益 14,184 9,358 ＋4,826 ＋51.6

親会社株主に帰属する 四半期純利益 9,574 6,422 ＋3,152 ＋49.1

 全セグメントが好調に推移したことに加え、収益認識会計基準等の適⽤に伴う影響
（売上⾼＋2,530百万円、営業利益＋1,172百万円）により増収増益

期末⼈員数 3,364⼈ 3,240⼈ ＋124⼈ ＋3.8
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(2) 営業利益の増減要因【前年同期⽐】

2021年12⽉期
第3四半期累計

営業利益
141.8

営業利益
95.3

主に⼈員増による⼈件費等の増加

会計基準変更の影響を排除した
売上総利益率は36.0％となり、＋0.6p向上
(ソフトウェア製品および商品を中⼼に収益性が向上)

2022年12⽉期
第3四半期累計

前年同期⽐
＋46.5

(単位︓億円)

販管費増 ▲11.1

増収効果
＋40.3

売総率向上効果
+5.6

会計基準変更の影響
＋11.7
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(3) 営業外損益・特別損益
（単位︓百万円）

2022年12⽉期
第3四半期累計

前年同期⽐

前年同期 増減 増減率(％)

営業利益 14,186 9,536 +4,650 +48.8

営業外収益 178 182 ▲4 ▲2.2

営業外費⽤ 180 360 ▲180 ▲50.0

経常利益 14,184 9,358 +4,826 +51.6

特別利益 301 － ＋301 －

特別損失 988 － ＋988 －

税⾦等調整前四半期純利益 13,497 9,358 +4,139 +44.2

法⼈税等合計 3,907 2,933 ＋974 ＋33.2
⾮⽀配株主に帰属する
四半期純利益 14 2 ＋12 ＋600.0

親会社株主に帰属する
四半期純利益 9,574 6,422 +3,152 +49.1

＜特別利益＞
・移転補償⾦ 270
・持分変動利益 31

＜特別損失＞
・投資有価証券評価損 65
・賃貸借契約解約損 ※ 922

※リモートワーク普及により従業員のオフィス出社率が
低下したため、オフィス賃貸借契約の⼀部を解約した
ことによるもの
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(4) 報告セグメント別売上⾼および営業利益
（単位︓百万円）

報告セグメント 2022年12⽉期
第3四半期累計

前年同期⽐
概況

増減 増減率(%)

⾦融ソリューション

売上⾼ 20,710 ＋2,671 ＋14.8 銀⾏業向けのDX⽀援案件が顧客接点改⾰領域
を中⼼に好調に推移したことに加え、クレジットカー
ド業やリース業向けのシステム開発案件が拡⼤し、
増収増益

営業利益 1,532 ＋421 ＋37.9

% 7.4 ＋1.2p －

ビジネスソリューション

売上⾼ 13,513 ＋2,364 ＋21.2 注⼒する４つのソリューション、「POSITIVE」、
「STRAVIS」、「Ci*X」、「CCH Tagetik」の販
売・導⼊が、商社、⼩売業およびサービス業を中⼼
に拡⼤し、増収増益

営業利益 3,665 ＋1,915 ＋109.4

% 27.1 ＋11.4p －

製造ソリューション

売上⾼ 26,529 ＋3,354 ＋14.5 エンジニアリングチェーンのデジタル化の実現を⽀援
するPLMソリューション「Teamcenter」の導⼊案
件が輸送機器業および電気・精密機器業を中⼼
に拡⼤し、増収増益

営業利益 3,142 ＋966 ＋44.4

% 11.8 ＋2.4p －

コミュニケーションIT

売上⾼ 33,055 ＋5,536 ＋20.1 マーケティングおよび基幹業務領域における顧客の
DX⽀援案件がサービス業や製薬業向けに好調に推
移したことに加え、SAPソリューション導⼊案件もサ
ービス業および製造業を中⼼に拡⼤し、増収増益

営業利益 5,846 ＋1,348 ＋30.0

% 17.7 ＋1.4p －
※POSITIVE: 統合⼈事ソリューション STRAVIS: 連結会計ソリューション Ci*X: 会計ソリューション CCH Tagetik: 経営管理ソリューション PLM: Product Lifecycle Management
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(参考) 第3四半期会計期間(7-9⽉) 連結業績

＜連結業績＞ ＜報告セグメント別＞

（単位︓百万円）

2022年12⽉期
第3四半期
(7-9⽉)

前年同期⽐

前年同期 増減 増減率(%)

売上⾼ 32,350 25,591 +6,759 +26.4

売上総利益 11,043 9,232 +1,811 +19.6

売上総利益率 34.1% 36.1% ▲2.0p －

販売費及び⼀般管理費 6,491 6,220 +271 +4.4

営業利益 4,552 3,011 +1,541 +51.2

営業利益率 14.1% 11.8% +2.3p －

（単位︓百万円）

報告セグメント
2022年12⽉期
第3四半期
(7-9⽉)

前年同期⽐

増減 増減率(%)

⾦融ソリューション
売上⾼ 7,075 ＋841 ＋13.5
営業利益 463 ▲127 ▲21.5

% 6.5 ▲3.0p －

ビジネス
ソリューション

売上⾼ 4,789 ＋1,358 ＋39.6
営業利益 1,387 ＋869 ＋167.8

% 29.0 ＋13.9p －

製造ソリューション
売上⾼ 9,189 ＋1,652 ＋21.9
営業利益 1,096 ＋431 ＋64.8

% 11.9 ＋3.1p －

コミュニケーション
IT

売上⾼ 11,295 ＋2,908 ＋34.7
営業利益 1,604 ＋368 ＋29.8

% 14.2 ▲0.5p －
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(5) サービス品⽬別および親会社グループ向け売上⾼
（単位︓百万円）

サービス品⽬ 2022年12⽉期
第3四半期累計

前年同期⽐

増減 増減率(%)

コンサルティングサービス 5,327 ＋383 ＋7.7

受託システム開発 24,486 +4,122 +20.2

ソフトウェア製品 17,696 +1,605 +10.0

ソフトウェア商品 30,039 ＋5,653 ＋23.2

アウトソーシング・運⽤保守サービス 11,235 ＋2,863 ＋34.2

情報機器販売・その他 5,024 ▲701 ▲12.2

（単位︓百万円）

相⼿先 2022年12⽉期
第3四半期累計

前年同期⽐

増減 増減率(%)

株式会社電通グループ及びそのグループ会社 17,657 +1,169 +7.1
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(6) 業種別 売上⾼
（単位︓百万円）

業種
2022年12⽉期 第3四半期累計 前年同期⽐

売上⾼ 構成⽐(%) 増減 増減率(%)

銀⾏ 14,425 15.4 +487 +3.5

その他⾦融 6,018 6.4 +2,329 +63.1

⾦融 20,444 21.8 +2,817 +16.0

輸送機器 13,449 14.3 +1,556 +13.1

電気・精密機器 9,695 10.3 +1,450 +17.6

機械 6,285 6.7 +877 +16.2

その他製造 8,725 9.3 +2,226 +34.3

製造 38,156 40.6 +6,108 +19.1

サービス・公共 27,628 29.5 +3,881 +16.3

流通・その他 7,579 8.1 +1,118 +17.3

※ ⼀部顧客の業種を⾒直したため、前年同期⽐較については組み替え後の数値を適⽤しています。

10

(7) 受注⾼・受注残⾼
（単位︓百万円）

受注⾼ 受注残⾼

2022年12⽉期
第3四半期
(7-9⽉)

前年同期⽐
増減率(%)

2022年12⽉期
第3四半期累計

(1-9⽉)
前年同期⽐
増減率(%)

2022年12⽉期
第3四半期累計

(1-9⽉)
前年同期⽐
増減率(%)

合計 29,527 ＋22.7 101,613 ＋14.6 47,950 ＋9.2

報告セグメント
別内訳

⾦融ソリューション 5,986 ＋4.4 21,175 ＋20.5 7,833 ＋12.0

ビジネスソリューション 4,939 ＋47.8 14,428 ＋21.0 6,126 ＋21.0

製造ソリューション 8,465 ▲3.3 28,462 ＋0.4 17,460 ▲0.6

コミュニケーションIT 10,134 ＋62.9 37,546 ＋21.6 16,529 ＋15.8

サービス品⽬
別内訳

コンサルティングサービス 1,759 ▲10.8 5,535 ＋3.2 975 ▲19.3

受託システム開発 6,759 ＋13.5 25,118 ＋13.7 7,118 ▲5.4

ソフトウェア製品 5,559 ＋42.4 18,991 ＋16.7 8,411 ＋13.6

ソフトウェア商品 9,771 ＋10.2 32,445 ＋8.2 20,858 ＋6.3

アウトソーシング・運⽤保守 3,606 ＋73.4 13,932 ＋46.9 4,870 ＋39.2

情報機器販売・その他 2,071 ＋62.2 5,589 ＋1.7 5,715 ＋23.5

※ 前年同期⽐は、収益認識会計基準等の適⽤前の数値と⽐較した結果であり、参考情報となります。
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2022年12⽉期業績予想2022年12⽉期業績予想

注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、
その他現時点で⼊⼿可能な情報による判断及び仮定により算出した⾒通しで
あり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、予想に内在する不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は
当該予想とは異なる場合がありますのでご承知おきください。
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(1) 2022年12⽉期 業績予想
2022年7⽉28⽇に発表した予想より変更はありません。

（単位︓百万円） ＜参考値＞

通期
前期⽐ 通期業績予想に

対する3Q進捗率前期 増減 増減率(%)

売上⾼ 123,000 112,085 ＋10,915 ＋9.7 76.3%

営業利益 17,500 13,736 ＋3,764 ＋27.4 81.1%

営業利益率 14.2% 12.3% ＋1.9p － －

経常利益 17,500 13,224 ＋4,276 ＋32.3 81.1%

親会社株主に帰属する
当期純利益 12,500 8,944 ＋3,556 ＋39.8 76.6%



（単位︓百万円） ＜参考値＞

通期
前期⽐ 通期業績予想に

対する3Q進捗率前期 増減 増減率(%)

⾦融ソリューション 27,000 25,176 ＋1,824 ＋7.2 76.7%

ビジネスソリューション 17,500 14,958 +2,542 +17.0 77.2%

製造ソリューション 34,500 32,031 ＋2,469 ＋7.7 76.9%

コミュニケーションIT 44,000 39,919 ＋4,081 ＋10.2 75.1%

合計 123,000 112,085 +10,915 +9.7 76.3%
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(2) 2022年12⽉期 業績予想（報告セグメント別）
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(3) 2022年12⽉期 業績予想（サービス品⽬別）

（単位︓百万円） ＜参考値＞

通期
前期⽐ 通期業績予想に

対する3Q進捗率前期 増減 増減率(%)

コンサルティングサービス 7,500 7,200 ＋300 ＋4.2 71.0%

受託システム開発 33,500 29,245 ＋4,255 ＋14.5 73.1%

ソフトウェア製品 25,000 22,089 ＋2,911 ＋13.2 70.8%

ソフトウェア商品 38,500 33,767 ＋4,733 ＋14.0 78.0%

アウトソーシング・
運⽤保守サービス 13,000 12,085 ＋915 ＋7.6 86.4%

情報機器販売・その他 5,500 7,696 ▲2,196 ▲28.5 91.3%

合計 123,000 112,085 +10,915 +9.7 76.3%
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Appendix 主要プレスリリース＜2022年8⽉〜2022年10⽉＞

2022/8/9 NEDO公募事業「次世代空モビリティの社会実装に向けた実現プロジェクト」に東京⼤学コンソーシアムメンバーとして参画

2022/9/8 国内電通グループ2社などと、Web3領域のビジネスを推進するグループ横断組織「web3 club」を発⾜

2022/9/28 静岡県内で最も⼈⼝が少ない静岡県松崎町と地域のデジタル化等に関する包括連携を締結

2022/10/6 TCFD提⾔への賛同表明および情報開⽰について

2022/10/27 従業員の脱炭素化に向けた学びとアクションを促す社内参加型ラーニングツールβ版を提供開始


